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76 巨　星　と　三星 天界237
に，醍力が淡いよりも，輝く星に期して室間の一暦すっと深淵を突通すが爲め
に，室間内の本統の排列に就いては，語る材料が多くはない．吾人の望遠鏡で
は只ある等級の翻る限度よりも明るい星を示す許りであるので，最微光の綾星
は偶然接近して点る場合にのみ見られるのである．最：輝星は常に最も近くにあ
るものとは限らない．蓋し吾人から回暦遠：方にある：巨星は附近の緩星程明るく
思はれるのを見る事が容易である．天下にある1，500の最輝星の内でも僅か100
丈が綾星で，其の内僅か15丈が，太陽よりも微光である．
　然し，假りに吾人が太陽より2，3光年以内の近距離の星丈けを考へるとすれ
ば，極めて異なった結果が判る．此の程度の室聞に於いて星は凡て，（或は殆ん
ど凡て）望遠鏡の到達黙以内にある程近くにあるものである．簸星は互星より
もすっと多く，赤色の倭星は太陽の様な黄色い倭星よりもすっと敷が多い．
　ファン・マ1ネンは太陽の16光年以内にある36個の既知星に就いて，凡ては
「主系列」に鵬して居るのを認めたが，一つの：巨星も高島らない．4個が本統に
太陽以上に明るV・．3個が白色倭星である．獲り28個が太陽より約3萬倍の微光
の限界に達する微かな赤い倭星である．40光年離れて居るア1クトウルス星は
最近距離の照星である．
　吾人は銀河の星の排列が丁度太陽の附近と同様なものであるのか判明しない
としても，矯星が心向よりもすっと数多く，叉計算の結果として，微光星の星
の方が歎が多いと是認出撮るに相違ないことは全く確實なものと考へて良い．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（A．S．　P．　Leaflet　75一佐登見謬）
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